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人間の厚生視点によるサービスイノベーションの展ɧ	
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 ŰにŏƼしつつあるサービス経済は，単に経済性をɓƣするƝɮから，社会，ǄĈのǨÉ，

Ɋì上をも目指したČɵ的サービス経済（Transformative Service Economy）をĘǃしていくƝɮ

にǖɴしている[1]．Őが国のサービス科学研究は，この大きな経済観のシフpを意識しその»
¿な発展にɈするɁǁの在り方をƖǾすることが重要である． 

	
 サービス科学研究の新しいp�ンドとして Transformative Service Research (TSR)[2]がある．こ
れは人間の厚生（本稿では Well-being 概念を，人間にと7てのȾかな生活ʃɌ体をĘǃすると

いう意味を明確にするために厚生とȱす）の観点からサービス活動をřえǖすことを目的とし

ており，研究を進めることで社会的価値のČɵをíK新しいイノベーションのǭの創出がžł

されている． 
	
 本稿では，サービスイノベーションのための新視点としての TSR のȐえ方を述べ，特に「都

市」の経験についてȐğする．都市は}�スティmクサービスシステム[3]としてȐえられ，あ
らゆるサービスがÅȋされており，それらが市民のよりțい生活に影響を与えているためであ

る．ǝ川ǘ能Ȏ市にお*るāă活性×・§統ǆƑ活性×のための取り組み�±から，TSR の分

析視点の意義をȻ論し，�Ńの展ɧを見Śえた課題をíめてȃȶとする． 
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 そもそもサービス科学は価値論がĞŞに関わる研究ɷăである．êじ有Ľɀ・ƸĽɀを提²

してもその価値はäĝȑによ7てǎなることは多くあり，­がɹęにǙに価値があるのかをȐ

えることからスkーpしな*れCならないことからも明らかである．ƒめて多様な価値観をŖ

つ市民が厚生に関わるよりɊのɽい価値を得るためには，自らの周りにĂもれている（都市の）

潜在的な価値ƁŬをśりɋこし，活用するプロiスが必要である． 
	
 こうした価値に関わる状況改善の視点としてこれまで宮川[4]は，ɂįを°7て多様な価値を

１つの共ɕな価値システムにâŪさせる「市ćのプロiス」と，�ƮとđÛをɕじて­らかの

社会的目的に関して取るべきȣ動Əについてのé意にɚする「公共政策のプロiス」の存在を

指ţしてきた．そしてこれはɍじて，経済学においては人間FのœɈをɕじたbーvビ�ティ

ーのŕ大[5]，公共政策論においてはɜÈなœǧȣ動Ocンiンサスという具体的な活動の必要

性とともに展ɧされている． 
	
 経済学も公共政策論も人間の価値論とĞŞな関´があり，これはサービス科学のÌ提と共ɕ

する．しかし，厚生と都市にお*るサービス経験をȐえたćé，�Ƒ主体Oȣ政Ɨ構が主たる

アクkーとして存在するだ*でなく，市民も自らの厚生に関する経験をĽŏするアクkーとし

て存在する．そして必1しも経済Oȣ政の公共政策のȃƇだ*で得られる経験が市民の厚生を
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 人間の厚生に関して，サービス科学ǀ自の視点をȐえる上で，TSR は「·人Oc��rティ

そして生Ŏ系にșるまで，ƫɅに関わるĘ存在の厚生に改善OțいČ×をĽŏすることに主眼

をおく研究」とė義される[1])）．TSR は厚生に関する潜在的・Ęɯの影響にƹ点をļてている

ことが特Ņである．この TSRの観点からサービスを研究する方法論に関して，Ǵȑらは Anderson
ら[6]の中で，Ƙの�ンhを分析単位として共に提Əしてきた．  

（１）ǎなるサービス提²主体ʌサービスiクkー，特ė組ȍ，サービス提Ə，サービスプロ

iス，·人サービス提²ȑ等がȴļする． 

（ʆ）ǎなるƫɅ主体ʌ人間としての·人，集ûだ*でなく，エcシステムもíK（±えC[7]）．
それらは様�なアクkーをÃ在しており，Ǘ�¯用をȣ7ている．  

（ʇ）~クロǄĈʌサービスとƫɅȑのĘ在に影響を与える政策，文×，技Ȥ，経済ǄĈ． 
（ʈ）厚生ア^pプmpʌサービスÕƇとしてのアクiス性，ȗĻ性のȊò，^_ルsス，Ĳ

Ǩ，生活のɊ，公İさのȈŖ，ƎīのƯĥ 

	
 これらの視点をĄに様�な価値共創プロiスを分析することが，人間の厚生視点での新しく

有ǔなサービス活動Ľŏにì*た出発点である．ƘǷではこれらの観点をĄに，Ȳみとしてǝ

川ǘ能Ȏ市の§統ǆƑ活性×と市民の厚生に関する課題をȐğし，分析単位の意義についてȻ

論する． 
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 本稿では TSR 視点で都市にお*る厚生に関する課題をȐğする±として，ǝ川ǘ能Ȏ市の§
統ǆƑである九谷焼と市民の厚生をテー~にする．āă活性×に関するȸƉ�ƑとしてǴȑら

がʆʄ１ʆıʋżʆʇű（ſ） ʋżʆʉű（ű）にȣ7たǝ川ǘ能Ȏ市でのフィールドワー

クと，九谷焼ŘȚに関する委員会のoーkを本Ȑğでは°用している．フィールドȸƉはǫ動

大学のĽĹ[8]でȣわれた．ま1āă活性×に関する問題を改善するという課題をĄに，Ũ員ʃ
ɪ生らがāăをƙきèĜķOǊ会等にȸƉしたŏƇをまとめる．そしてそれを住民に発Ȧし，

ŀらにフィードumクをもらいながら共に課題をȐえŻǿ的には市民が主体とな7て状況改善

をȣうためのアクションプ�ンをģくĽĹである．ȸƉȃƇにĄ9*C，能Ȏ九谷のǃ状は以

�にまとめられる． 
	
 ǝ川ǘ能Ȏ市は九谷焼のȥである．加ɇ市・Ĥƅ市・ɣƥ市とǝ川のāăで九谷焼は発展し

てきた中で，能Ȏ市の九谷はǆƑ九谷として発展してきた．しかしながら，ǃ在，九谷焼のȥ

としての市民意識はɼくǬªくな7ている．ɬǤをǣるǥ社はŁ�のɉわいはなく，f�vン

九谷として�ǌに出てȣ7たŵ¢とはĿȑも住民も�¢źわりをしている．またʇʄ®ıÌの

新Ț住ĕāĽŏで¿国からǫ住ȑが集まり，ǃ在はāăのȁもĮȠ×しつつある．ɬúショm

プが�E九谷ɬȝƂもű中はƛ=ęがこない． 

	
 この状況を改善すべく，市ではこれまで様�なアプローチを展ɧしてきた．公共政策論の視

点では，Űに能Ȏ市ではÚı以上Ìから九谷焼�Ƒû体の¢Ȧを集めてǆƑ活性×にì*たƏ
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を検ȯしてきたことになる．ǃ在もŴıから九谷焼Ä生委員会立6上+，継続的なȻ論をして

いる．しかし，活性×のために能Ȏ九谷としてƌとなるビfョンを¯Wうとしても，ĥなくと

もʊつはある�Ƒû体のÉě関´を集ǻすることはüɳを¨い，いわゆるcンiンサスのǂ得

がƒめてüɳであ7た． 

	
 経済ßËでの改善を目指そうとすると，市ćを活性×させる必要があり，これには様�な経

ù的ÓÏがƣめられる．Ė価なȨóがƪȣる中にあり，§統的かつɽǼなɬú市ćは，ȋĤの

一途をɐ7ている．また，市ćà加ȑがĉえるためには九谷焼のțさをǜる必要があり，その

ためには中ɥž的なŨȕという意味での人的ɈƲFのœɈが必要になる．さらに，市ćと政ĵ

のĿÍの観点では，九谷焼ǆƑFのȧÒɣを提²することで²Ȅ¼の活ÏをɽめるȐえ方があ

るが，ǃĘにはƑǌを@るまưにつからせる�Ŏにɫらせてきた． 

	
 このような，公共政策論でも経済学的でも，解Ƥ策はあるもののそのƙみがºƳしが6な問

題状況にġし，サービス科学および TSR の視点はǎなる観点を提示できる．サービスとはĴ義
に，その提²ȑとäĝȑが価値を共創するプロiス（±えC[9]）である．したが7て，ļȴ問

題状況は，九谷焼を取りĬく一連の価値共創活動をシステムとしてřえられる．そして更に TSR
では，文×をíK~クロǄĈの影響をǯƒ的に問いか*る．たとえC，生活ȑ自らの厚生にと

7て九谷焼は=のような意味をŖつのか，という問いである．そして，自分がĐいたくない�

ƈに関してそれをȈŖ・改善するための共創にƍをはる自立的活動を促す．そして，関連する

問題状況を改善するために，�までにない価値共創関´Oプロiスを見いだすように動Ɨ9*

るのである． 

	
 ¤にこの TSR 視点を外せC，九谷焼の問題は，九谷ɬúをċるȑと（潜在ɹęもíめた）Ʉ
うȑの価値共創関´が分析ġȿとなる．すなわ6，九谷に関して特Ɲの�ƱがƸい市民にと7

ては，九谷焼に関する課題は九谷�Ƒȑのみの問題になる．ǃに，フィールドȸƉにů*る住

民Ȓき取りȸƉでは，九谷焼のÄ生よりはKしW，ɄいƽüɳȑのŤšO�ȼシステムの自立

×，əǏとɽɾ×がāăの課題として重要視されていた．これにġして，文×をíK~クロǄ

Ĉを着眼にŖつ TSR 視点では，一見するとɛい問題としてあ7たものがŉに自分の問題として
·人にɑる．つまり，九谷に関しては­も�ƱがƸいがŧにĮȠ×していくものをいかに生活

のćに取り入れていくかという点で，市民êĊの課題になるのが TSR の重要な視Ķで課題であ
る．ǃに，フィールドȸƉの取り組みから，住民から自発的に以�のフィードumクを得るこ

とにつなが7ている． 
 
（ÌǍ）Øɭ先ǲ科学技Ȥ大学の学生さZによる「活ƠあるĠ井āÙのĽŏ」に関わるȸƉ研究にêȣさせて

いただき，ǩなりにȐえたアイoアです．（中Ǎ）ĥなくとも�űĠ井Ǌが九谷のǊとñCれ�もなお多くの¯Ĝ，

ëĊをɎ出し続*ているのはɆų九谷のÐȌをŔきにはȐえられませZ．しかしƜ念な�に，ļŵのƋȟをと=めるõ

óはɈŬɺにũ点あるのみでƛ=Ɯ7ておりませZ．それでもɆų九谷にHれɏZだǽĢĜがƊſǘでそのc�クショ

ンをâめたȎȤɺをɧいています．それは見�なものですが，その一部でもお¸りして発ǦのāĠ井で見ることが出ƃ

たら=ZなにこのǊの¡加価値がɽめられるでしQうか．（中Ǎ）JAISTの学生さZとȳしていてĠ井はŷらしOす
いǊだとつく9くōじました．ことさらāă活性×な= Ŝ*なくてもƞűの生活には­の�都éもありませ

Z．だからこそ，あ7という間に=こにでもあるような特ȜのないƸ性Ǝなā方都市にŏりƇてるという可能

性もあります．āăý有の文×Oƚ史はそれだ*では人åのĉ加，ɲ用のŕ大にはつながらないかもしれませ

Zが，ここに住K人ɚが，ǩのǊはこういうǊなZですと言えるだ*でもいいのではないでしQうか．このǊ

FɍĦしてこられた方が，都会からO7てきたá人に，九谷焼のǊだとȒいていたが，­もないじNないかと言われŋ

しい思いをしたというエyjードがwンpにな7ています．学生さZɚもフィールドワークをしながら九谷焼を探すの

にȞÔしていました．しかしこのɃ重なƗ会をɕじて思いを発¶するのもこの¥ǋをたてたǓさZにġするおǡになる

のではないかとĐǡながら報î書をしたためました． 
 
	
 本フィールドワークは，はじめから TSR の視点でȣわれたわ*ではない．しかし，活動をɕ
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×，əǏとɽɾ×がāăの課題として重要視されていた．これにġして，文×をíK~クロǄ

Ĉを着眼にŖつ TSR 視点では，一見するとɛい問題としてあ7たものがŉに自分の問題として
·人にɑる．つまり，九谷に関しては­も�ƱがƸいがŧにĮȠ×していくものをいかに生活

のćに取り入れていくかという点で，市民êĊの課題になるのが TSR の重要な視Ķで課題であ
る．ǃに，フィールドȸƉの取り組みから，住民から自発的に以�のフィードumクを得るこ

とにつなが7ている． 
 
（ÌǍ）Øɭ先ǲ科学技Ȥ大学の学生さZによる「活ƠあるĠ井āÙのĽŏ」に関わるȸƉ研究にêȣさせて

いただき，ǩなりにȐえたアイoアです．（中Ǎ）ĥなくとも�űĠ井Ǌが九谷のǊとñCれ�もなお多くの¯Ĝ，

ëĊをɎ出し続*ているのはɆų九谷のÐȌをŔきにはȐえられませZ．しかしƜ念な�に，ļŵのƋȟをと=めるõ

óはɈŬɺにũ点あるのみでƛ=Ɯ7ておりませZ．それでもɆų九谷にHれɏZだǽĢĜがƊſǘでそのc�クショ

ンをâめたȎȤɺをɧいています．それは見�なものですが，その一部でもお¸りして発ǦのāĠ井で見ることが出ƃ

たら=ZなにこのǊの¡加価値がɽめられるでしQうか．（中Ǎ）JAISTの学生さZとȳしていてĠ井はŷらしOす
いǊだとつく9くōじました．ことさらāă活性×な= Ŝ*なくてもƞűの生活には­の�都éもありませ

Z．だからこそ，あ7という間に=こにでもあるような特ȜのないƸ性Ǝなā方都市にŏりƇてるという可能

性もあります．āăý有の文×Oƚ史はそれだ*では人åのĉ加，ɲ用のŕ大にはつながらないかもしれませ

Zが，ここに住K人ɚが，ǩのǊはこういうǊなZですと言えるだ*でもいいのではないでしQうか．このǊ

FɍĦしてこられた方が，都会からO7てきたá人に，九谷焼のǊだとȒいていたが，­もないじNないかと言われŋ

しい思いをしたというエyjードがwンpにな7ています．学生さZɚもフィールドワークをしながら九谷焼を探すの

にȞÔしていました．しかしこのɃ重なƗ会をɕじて思いを発¶するのもこの¥ǋをたてたǓさZにġするおǡになる

のではないかとĐǡながら報î書をしたためました． 
 
	
 本フィールドワークは，はじめから TSR の視点でȣわれたわ*ではない．しかし，活動をɕ

じて，潜在的な価値共創（九谷焼をとりまくシステムと住民生活のシステムの価値共創）の存

在および必要性を発見し，都市での生活経験から厚生に関わる価値を得ようとする動きが生ま

れつつある．この意味で，TSR視点でこの取り組みは解釈可能であり，また TSR視点でのサー
ビスイノベーションを加速する重要な方法論になりうると言える．  
 
５．結語	
 

	
 都市にはあらゆるサービス活動が存在し，その存在は都市で生活する多様な市民の厚生に影

響を与える．厚生に関する価値を得るためには自らの周りに潜在する多様な価値の連鎖を認識

する視点が必要であり，サービス科学，特に TSRは１つの視点を提示する．TSRの分析単位は

人間の厚生を主眼に，潜在的なサービスシステムの存在を見いだし，自発的な価値共創の可能

性を探ることができ，新たな状況改善の着眼として意義は大きい． 

	
 この一方，本稿で概観した TSR のアプローチはまだ発展途上であり，より具体的な方法論と
するためには更に多くの研究が必要となる．特に，（i）分析を進める上での出発点となる明確な

「問い」が確立されていない（本稿で述べた問い以外にも有用なものはあり，その確立が重要

である）．（ii）状況改善の新たな自立的活動を促進させる方法論について，フィールドワーク技
法が先進的だがまだそれを系統立てて方法論として確立できていない，等の課題である．多国

籍連携での TSRの取り組みを活用し，継続的に研究を推進することで方法論構築を目指したい． 
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